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「MCC eラーニング」

・eラーニングによる自習（随時）
・標準所要時間
・1.5＋2.5＝4時間

「信用リスク管理の考え方及びフ
レームワーク」と「与信・債権管理
業務を支える必須の基礎知識」の
二部構成。

業務初心者の導入学習及び人材
能力開発の節目における基礎固め
に最適。

三井物産社内研修と同一規格。

「与信管理実務・
導入研修」

・集合研修、
・春/秋・年2回定期開催

（応需随時可）
・3時間/回×1
・当社講師

与信業務開始直前・直後の最低限
の備えとして、「業務及び基礎知識
の全体図」、「信用限度の基礎（信
用限度とは、信用程度回りの業
務）」、「社内規程全般及び信用限
度関連ルール」等について、コンパ
クトに概説する、速成研修。

業務初心者、特にアシスタント職の
導入研修に最適。

三井物産社内研修と同一規格。
2014年度開講予定。

「MCC eラーニング・
フォローアップ研修」

・集合研修
・応需随時開催
・2.5時間/回×1
・当社講師

「MCC eラーニング」の要点解説及
びQ&Aを中心とした補完的な対面
研修。
eラーニングの学習成果の定着を確
実にする上で効果的。

三井物産社内研修と同一規格。

「MCCセミナー・
与信・債権管理講座」

・集合研修
・毎月・年10回開催
・2.5時間/回
・当社講師

一年間を通じて、担当業務を一通り
こなせるだけの基礎的なナレッジ・
スキル習得を狙いとする連続講座。
「与信管理の基本」、「財務諸表と
財務分析」、「登記情報・興信所情
報の活用」、「商取引基本契約」、
「債権管理の基本」、「債権保全と
担保」、「倒産（清算・再建）手続」、
「緊急時対応」、「海外与信・債権管
理」等が主なテーマ。
専門要員の基礎養成はもとより、営
業マンを含む社員の標準装備底上
げに最適。

当社の“旗艦”常設講座として、永
年の実績・定評あり。
三井物産からも参加。

与信・債権管理
「基礎講座」

・集合研修
・夏/冬・年2回定期開催

（応需随時可）
・2時間/回×3
・当社講師

与信・債権管理業務に必要なナレッ
ジ・スキルのベーシックについて俯
瞰的に概説する集中講座。「国内
与信管理（企業信用力評価）」、「国
内債権管理（債権保全・回収）」、
「海外与信・債権管理」の3編で構
成。
業務開始後一定期間経過後に、振
り返りと気付きの場として実施する
のが効果的。

三井物産社内研修と同一規格。

与信・債権管理
「ステップアップ講座」

・集合研修
・第4四半期・年1回開催

（応需随時可）
・2時間/回×5
・当社講師

ナレッジ・スキルもより実戦的なも
のへ、現場実務への対応能力のス
テップアップを目指す集中講座。
「財務分析と与信判断」、「平常時
の契約管理・債権保全」、「緊急時
の債権保全・回収」、「海外与信管
理」、「海外債権管理」の5テーマで
深掘りを試みるもの。
1～3年程度の業務経験者の振り返
りと気付きの場として設定するのが
標準且つ効果的。

三井物産社内研修と同一規格。
2013年度開講。

信用リスク管理
「実務セミナー」

・集合研修
・随時開催（応需随時可）
・2時間/回、当社講師

業務ニーズを基に、特定の分野に
よりフォーカスした題材を取り上げ、
より突っ込んだ形で研修化、随時実
施（一部“定番メニュー”化も検討）。
テーマ例：「海外財務諸表分析」、
「貿易信用リスク管理」、「循環取引
対策」等。
専門要員の他、題材によっては営
業マンを含む社内研修にも活用可
能。
三井物産社内研修と同一規格。
2013年度開講。

信用リスク管理
「総合演習セミナー」

・集合研修
・春・秋年2回開催（応需随時可）
・終日、外部講師

（コンサルタント他）

与信管理及び債権管理の総合的な
業務遂行の能力向上を眼目に、既
に獲得した力量の更なるストレッチ
を図るべく、題材を其々財務・経理
分野及び法務分野から抽出、ケー
ス・メソッドによる総合演習として実
施する短期集中研修。
テーマ例：「社債格付機関のレー
ティング手法」、「会社分割を活用し
た事業再生」等。
専門要員が一段階上に進む際の
総括、動機付けの場として最適。
三井物産社内研修と同一規格。
2013年度開講。

「リスクマネジメント
法務教室」

・集合研修
・毎月・年12回開催
・2時間/回
・外部講師（弁護士）

リスクマネジメントに係る法務分野
から時宜を得た題材を取り上げ、知
見を広げて行く中で応用力を培うこ
とが主眼。実例を多用し、参加型の
学びの場を目指す。
当面、「事業再生」を基幹テーマとし
て題材を抽出して設定。
専門要員の自己啓発を通じ、専門
性に根ざしたリスクマネジメント機
能・組織の総合力強化に有効。

三井物産社内研修と同一規格。
2013年度開講。

「リスクマネジメント
財経教室」

・集合研修
・隔月・年6回開催
・2時間/回
・外部講師（CPA他）

リスクマネジメントに係るファイナン
ス及びアカウンティングの分野から
時宜を得た題材を取り上げ、知見
を広げて行く中で応用力を培うこと
が主眼。「リスクマネジメント法務教
室」の姉妹講座。
テーマ例：「粉飾決算の発見」、「財
務諸表の実態修正の手法」、「経営
計画のチェック・ポイント」等。
専門要員の自己啓発を通じ、専門
性に根ざしたリスクマネジメント機
能・組織の総合力強化に有効。

三井物産社内研修と同一規格。
2013年度開講。

「グローバル・
リスクマネジメント講座」

・集合研修
・毎四半期・年4回開催
・2.5時間/回
・外部講師（弁護士他）

信用リスク、カントリー・リスク、市場
リスク等、様々なリスクに対する総
合的な対処能力の強化を図るべく、
巷間注目のテーマを取り上げ、専
門家による事例の解説を踏まえ、
実務へのインプリケーションを検討
し共有する。
リスクマネジメント担当部署を中心
に、題材によっては営業や財務・経
理他の管理部署への注意喚起等
にも効果的。

三井物産社内研修と同一規格。
2013年度開講。

「MCCカンファレンス」

・集合討議
・年1回開催、終日（合宿も可）
・クライアント/外部講師/当社協働

リスクマネジメント全般に亘る諸領
域の中から、足元或いは目先注
目・留意すべき問題や課題を取り
上げ、関係の専門家を交えて横断
的に様々な角度から検討を加え、
成果を共有する場として設定するも
の。
リスクマネジメント職能要員を中心
に、主体的な参加者による創発的
な場とすることを志向。

2013年度開講予定。

「リスクマネジメント
研究会」

・集合研修
・随時開催

（テーマ毎に連続複数回）
・2.5時間/回
・外部講師（弁護士他）

リスクマネジメントに関連する法・会
計等の制度的枠組みを始め、業務
環境を左右する様な重大な問題や
課題について、その影響を分析・評
価し予め適宜準備・用意を進める
べく、一歩先んじての研究を行う場
を設けるもの。
テーマ例：「IFSRs導入の企業財務
評価への影響」、「債権法改正の債
権保全・回収に及ぼす影響」等。
リスクマネジメント機能・組織におけ
るコア人材育成を睨んでのアクショ
ン・ラーニングとしても活用可能。

2013年度開講予定。

MCC研修プログラム（2013）
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与信・債権管理
「海外赴任前研修」

・集合研修
・毎四半期・年4回開催

（応需随時可）
・2時間/回、当社講師

海外駐在者向けに、現地与信・債
権管理の心得や基本動作について、
事故事例も参照しながら、要諦をレ
クチャー。
三井物産社内研修と同一規格。
2013年度開講。
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

① 「MCC eラーニング」

② 「与信管理実務・導入研修」

③ 「MCC eラーニング・フォローアップ研修」

④ 与信・債権管理「基礎講座」

⑤ 「MCCセミナー・与信・債権管理講座」

⑥ 与信・債権管理「ステップアップ講座」

⑦ 信用リスク管理「実務セミナー」

⑧ 信用リスク管理「総合演習セミナー」

⑨ 与信・債権管理「海外赴任前研修」

⑩ 「リスクマネジメント法務教室」

⑪ 「リスクマネジメント財経教室」

⑫ 「グローバル・リスクマネジメント講座」

⑬ 「MCCカンファレンス」

⑭ 「リスクマネジメント研究会」

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

「MCC研修プログラム」年間スケジュール（2013）
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常時実施 随時開催


